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令
和
５
年
度
予
算
審
議
資
料
（
目
的
別
）
に
あ

る
よ
う
に
、
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
予
算
の
総
額

は
、
県
支
出
金
の
１
，
０
１
２
万
円
に
本
市
一

般
財
源
の
３
，
８
７
８
万
３
千
円
を
加
え
た
４
，
８
９
０
万
３

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
約
３
割
に
あ
た
る
１
，
４
３
５
万
１
千
円
が

割
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
有
害
鳥
獣
の
駆

除
は
本
市
農
業
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
実
績
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。  

問 

昨
年
度
の
駆
除
頭
数
は
。 

答 

表
１‐

１
（
次
ペ
ー
ジ
）
の
通
り
で
あ
る
。 

問 

昨
年
度
の
被
害
額
は
。 

答 

１
，
０
４
５
万
円
で
あ
る
。（
※
広
島
県
農
業
共
済
組
合
調
べ
） 

問 

駆
除
に
携
わ
ら
れ
た
方
々
へ
の
報
償
金
の
概
要
と
、
昨
年

度
の
実
績
は
。 

答 
表
１‐

２
（
次
ペ
ー
ジ
）
の
通
り
で
あ
る
。 

問 

集
落
全
体
で
取
り
組
む
「
モ
デ
ル
園
」
の
実
績
な
ど
は
。 

答 

平
成
26
年
度
以
降
、
昨
年
度
ま
で
に
合
計
16
地
区
で
実
施
。 

取
り
組
み
開
始
時
の
平
成
26
年
度
に
二
千
万
円
超
だ
っ
た

被
害
額
を
昨
年
度
は
一
千
万
円
余
り
に
ま
で
半
減
で
き
た
。 

「
取
り
組
み
前
に
比
べ
て
収
穫
量
が
増
え
た
」
「
自
分
た
ち
の

力
で
有
害
鳥
獣
か
ら
守
れ
る
圃
場
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
も
届
い
て
い
る
。 

ま
た
、
市
街
地
に
お
け
る
生
活
環
境
被
害
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
31
年
度
か
ら

の
東
町
・
本
町
・
糸
崎
・
西
野
地
区
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
は

中
之
町
で
も
取
り
組
み
を
始
め
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ま
は
土
木
整
備
課
が
考
案
・

整
備
さ
れ
た
「
道
路
・
河
川
の
異
常
通
報
シ
ス

テ
ム
（
図
・
３
）」
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
道
路
・
河
川
の
異
常

を
申
請
す
る
際
の
負
担
が
従
来
に
比
べ
て
大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
し
た
し
、
膨
大
な
数
の
フ
ァ
イ
ル
の
整
理
と
管
理
に
労
力
を

要
し
て
お
ら
れ
る
担
当
課
に
お
い
て
も
、
負
担
を
大
幅
に
軽
減

で
き
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
受
信
部
署
で
情
報
が
共
有
さ
れ
る
た
め
、
全
国
で
散

見
さ
れ
る
「
失
念
な
ど
に
よ
る
ミ
ス
」
な
ど
を
防
止
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、
次
の
提
案
を
致
し
ま
し
た
。 

 

問 

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
改
良
し
て
、
報
償
金
の
申
請
に
も
利
用

本文中の図１・２で御紹介した報道にあるように、ロシアによるウクライナへの侵攻に端を発した食料安全保障

は今、世界全体で喫緊の課題。農業振興による食糧確保は待ったなしの状況。そこで、本市の農業が抱える課題の

中から、有害鳥獣駆除対策事業、地産地消の推進や、それに関連する 6 次産業化推進事業について、本市の取り組

みの実績・計画の進捗状況の確認や、デジタル技術を活用した近隣市町の事例を参考にした提案をいたしました。 

とくしげ政時後援会〒723-0064 三原市西宮一丁目 15 番 7 号電話番号：0848－62－5804（ファックス兼） 

三原市議会議員 

 
責
任
あ
る
提
言
と
実
行
！ 

令
和
の
三
原
を
元
気
に
！ 

とくしげ政
まさ

時
とき

 
活動報告 

令和 5 年 6 月議会号（第 24 号） 

図 1.国内食料に関する報道 

（NHKニュースウェブより） 

図 2.食料安全保障に関する報道 

（NHKニュースウェブより） 
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で
き
な
い
か
。 

答 

国
や
県
も
提
出
書
類
が
膨
大
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
た

め
、
写
真
や
報
告
書
の
デ
ジ
タ
ル
申
請
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
他
県
で
補
助
金
を
不
正
受
給
す
る
な
ど
の
事
例
が

発
生
し
た
た
め
、
国
庫
補
助
で
捕
獲
し
た
害
獣
の
確
認
に
は
、

捕
獲
し
た
害
獣
の
耳
と
尻
尾
の
提
出
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。 

捕
獲
者
に
は
高
齢
の
方
が
多
い
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
が
難
し
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
県
が
試
験
運
用
す
る
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。 

 

負
担
軽
減
や
ミ
ス
の
抑
止
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、「
農
業
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
連
携
」
は
必

須
と
考
え
、
報
償
金
申
請
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
提

言
し
た
と
こ
ろ
、
前
向
き
な
答
弁
を
頂
け
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
今
議
会
を
控
え
た
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
報

道
さ
れ
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
導
入
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
技

術
が
成
果
を
上
げ
た
事
例
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

先
ず
は
、
５
月
30
日
に
「
尾
道
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
２
，
０
０
０

頭
超 

22
年
度
に
初
め
て 

箱
わ
な
増 

最
多
更
新
（
図
４
）」
と

報
じ
ら
れ
た
、
尾
道
市
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

官
・
民
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、
22
年
度
末
ま
で
に
設
置
さ
れ

た
箱
わ
な
の
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
主
要
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
全
捕
獲
数
に
占
め
る
成
獣
の
割
合
を
増
や
す
こ

と
で
繁
殖
を
抑
制
す
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
の
大
き
さ
を
感
知
し

て
わ
な
の
動
作
を
調
整
す
る
「
ア
ニ
マ
ル
セ
ン
サ
ー
」
を
28
基

導
入
し
た
事
例
で
も
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
６
月
１
日
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
鳥
獣
被
害
対
策 

三
次
市
、

モ
デ
ル
集
落
支
援 

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
行
動
把
握 

捕
獲
数
増

（
図
５
）」
と
報
じ
ら
れ
た
、
三
次
市
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

補
助
金
で
購
入
し
た
通
信
機
能
付
き
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
出
没
し
や
す
い
時
期
や
場
所
を
把
握
し
て
対
策
を
取

っ
た
こ
と
で
、
成
果
を
上
げ
た
事
例
で
す
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

問 

近
隣
市
町
で
成
果
の
上
が
っ
て
い
る
事
例
を

本
市
で
も
導
入
し
て
は
。 

答 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
近
隣
市
町
の
事
例

は
、
好
事
例
と
認
識
し
て
い
る
。 

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
も
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
活
用
し
、
出

没
す
る
有
害
鳥
獣
の
種
類
や
、
侵
入
経
路
、
出
没
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な
捕
獲
及
び
被
害
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。 

町
内
会
な
ど
が
行
う
箱
ワ
ナ
等
に
補
助
す
る
と
同
時
に
、
侵

入
防
護
柵
設
置
補
助
を
行
う
際
に
は
現
地
確
認
を
行
い
、
効
果

的
な
対
策
と
な
る
よ
う
指
導
も
行
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
の
獣
害
対
策
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
日
々

開
発
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
、

活
用
を
検
討
す
る
。 

 

表 1-1.駆除頭数の実績（令和 4年度） 

イノシシ 1,165 タヌキ 55 

シカ 301 カラス 6 

ヌートリア 153 カワウ 2 

アナグマ 71 個体数合計 1,753 

表 1-2.報償金の概要と実績（平成 4年度） 

1.単市報償金（総額：770万 6 千円） 

⚫ 対象者（4 班 43 名） 

 本市が指名した捕獲班 

⚫ 報償金の詳細（1 個体あたり） 

 イノシシ、シカ → 5,000 円 

 ヌートリア → 2,000 円、サル → 20,000 円 

 カラス・タヌキ・アナグマ → 1,000 円 

 キジバト・ドバト・ヒヨドリ・カワウ → 500 円 

2.国庫補助（総額）805 万 2千円 

⚫ 対象者（延べ人数 2,047 名、実人数：92 名） 

 本市が指名した捕獲班 

 捕獲班員ではない一般猟友会員 

⚫ 報償金の詳細（1 個体あたり） 

 ワナでの捕獲者 → 5,250 円 

 止め刺しを行う猟銃免許を持つ捕獲班員 → 1,750 円 
図 3.道路・河川の異常通報システム 

（三原市ホームページより） 
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令
和
５
年
度
予
算
審
議
資
料
（
施
策
別
）
に
あ

る
よ
う
に
、「
学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物
の

使
用
率
向
上
」
の
「
達
成
度
を
測
る
指
標
」
で

は
、
初
期
値
と
さ
れ
る
平
成
31
年
度
が
45
・
６
％
、
直
近
の

現
状
値
と
さ
れ
る
令
和
３
年
度
が
40
・
６
％
、
今
年
度
の
目
標

値
が
57
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
て
も
、
こ
の
ま
ま
対
策
を
取

ら
ず
に
い
れ
ば
、
今
年
度
の
目
標
達
成
は
到
底
無
理
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
こ
で
、
お
伺
い
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
産
地
消

の
推
進
及
び
関
連
す
る
６
次
産
業
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
次

の
２
点
を
質
問
し
ま
す
。 

先
ず
は
、
学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物
使
用
の
促
進
に
つ

い
て
の
質
疑
を
御
紹
介
し
ま
す
。 

 

問 

昨
年
度
の
使
用
割
合
の
実
績
は
。 

答 

約
41
％
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

初
期
値
を
大
幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
令
和
３
年
度
を

筆
頭
に
、
各
年
度
で
目
標
を
達
成
で
き
て
い
な
い
理
由
は
。 

答 

全
年
度
で
目
標
を
達
成
で
き
て
い
な
い
の
は
、
通
年
で
の

保
存
が
可
能
な
コ
メ
こ
そ
１
０
０
％
三
原
産
で
ま
か
な
え
て

い
る
が
、
通
年
で
の
保
存
が
不
可
能
な
野
菜
は
旬
の
み
の
供
給

と
な
る
こ
と
や
、
学
校
給
食
が
求
め
る
規
格
と
量
に
対
応
で
き

る
農
家
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

な
お
、
令
和
３
年
度
に
目
標
値
を
大
幅
に
下
回
っ
た
の
は
、

天
候
不
良
や
病
気
に
よ
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
予
定

し
て
い
た
使
用
量
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
使
用
率
向
上
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。 

問 

こ
れ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
か
。 

答 

平
成
28
年
度
以
降
、
農
産
物
の
集
出
荷
を
行
う
Ｊ
Ａ
に
対

し
て
輸
送
費
の
支
援
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
年
に
一
度
、
三
原
産
の
食
材
の

み
を
使
っ
た
「
う
ま
い
ぞ
!!
み
は
ら
給
食
」
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

学
校
給
食
で
使
う
野
菜
の
地
元
産
比
率
を
高
め

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
な
に
も

本
市
に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
議
会
を
控
え
た
６
月
６
日
「
学
校
給
食
に
地
元
野
菜
を 

東
広
島
園
芸
セ
ン
タ
ー 

シ
ス
テ
ム
構
築
へ
（
図
６
）
」
と
報
道

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
お
隣
の
東
広
島
市
で
は
、

関
係
機
関
が
給
食
の
献
立
や
野
菜
の
出
荷
状
況
を
長
期
的
に

共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。 

農
家
と
の
出
荷
調
整
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
ま
と
ま
っ

た
量
の
野
菜
の
販
路
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
家
の
収
入

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
提
案
を
致
し

ま
し
た
。 

 

問 

東
広
島
市
の
事
例
を
参
考
に
、
本
市
で
も
同
様
の
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
は
。 

答 

本
市
で
は
，
学
校
給
食
課
、
農
林
水
産
課
と
Ｊ
Ａ
の
３
者

で
地
場
産
農
産
物
の
使
用
率
向
上
に
向
け
た
協
議
を
定
期
的

に
行
い
、
Ｊ
Ａ
か
ら
提
示
さ
れ
た
供
給
可
能
な
農
産
物
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
学
校
給
食
の
献
立
に
反
映
し
て
い
る
。 

東
広
島
市
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
６
ヶ
月
分
の
献
立
と
食
材
の
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
で

共
有
し
、
Ｊ
Ａ
や
納
入
業
者
が
閲
覧
し
て
、
農
家
と
の
生
産
調

整
や
出
荷
調
整
に
生
か
す
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
仕
組
み
を
有
効
に
活
用
で
き
れ
ば
、
地
場
産
農
産
物
の

納
入
量
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
研
究
す
る
。 

 

令
和
５
年
度
予
算
審
議
資
料
（
施
策
別
）
に
は
、

「
新
規
需
要
米
や
加
工
用
米
の
栽
培
面
積
の
増

加
を
図
り
、
戦
略
作
物
と
し
て
米
粉
の
普
及
及

び
輸
出
も
見
据
え
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。 

図 5.三次市による鳥獣対策の事例 

（中国新聞デジタルより） 

図 4.尾道市による鳥獣対策の事例 

（中国新聞デジタルより） 
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そ
こ
で
、
米
粉
用
米
を
め
ぐ
る
施
策
に
つ
い
て
、
次
の
質
問

を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

問 

初
期
値
と
さ
れ
る
平
成
31
年
度
が
70
・
６
ha
、
今
年
度
の

目
標
値
が
１
０
６
・
０
ha
と
な
っ
て
い
る
作
付
面
積
に
つ
い

て
、
昨
年
度
の
実
績
と
は
。 

答 

県
内
で
も
先
駆
け
て
米
粉
用
米
の
栽
培
や
加
工
の
取
り
組

み
を
推
進
し
た
結
果
、
平
成
28
年
の
栽
培
面
積
は
中
四
国
地

区
で
最
大
の
76

ha
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
近
年
は
栽
培
面
積
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
令
和
５

年
度
の
目
標
値
が
１
０
６
ha
な
の
に
対
し
、
令
和
４
年
度
の

実
績
は
74
・
５
ha
に
留
ま
っ
て
い
る
。 

問 

作
付
面
積
拡
大
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
実
施
し
た
か
。 

答 

米
粉
用
米
の
価
格
は
主
食
用
米
よ
り
も
低
い
た
め
、
生
産

者
は
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
同
等
か
そ
れ
以
上
の

所
得
を
得
て
い
る
が
、
交
付
金
を
活
用
す
る
に
は
、
販
売
先
と

の
契
約
栽
培
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
米
粉
用
米
の
栽
培
面
積
は
米
粉
用
米
の
販
売
先
の

意
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。 

ま
た
、
食
事
制
限
や
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
に
と
っ
て

は
魅
力
的
な
代
替
品
で
あ
る
米
粉
だ
が
、
小
麦
粉
に
比
べ
て
価

格
が
高
い
こ
と
や
、
用
途
が
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
れ
以

外
の
消
費
者
の
間
で
需
要
が
高
ま
ら
な
い
原
因
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
栽
培
面
積
拡
大
の

た
め
に
は
需
要
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
市
で
は
昨
年

８
月
、
米
粉
用
米
の
流
通
量
の
拡
大
を
目
的
に
国
に
対
し
、
販

売
先
へ
の
支
援
を
提
案
し
た
。 

ま
た
、
市
内
の
食
品
製
造
業
者
や
道
の
駅
も
加
わ
っ
た
、「
三

原
市
６
次
産
業
化
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
市
内
の
農
水
産

物
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
や
販
路
の
開
拓
等
を
行
っ
た
。 

問 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
は
。 

答 

低
温
貯
蔵
庫
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
流
通
に
か
か
る
経
費
の
削
減

や
安
定
し
た
販
売
先
の
確
保
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
生
産
か
ら
米

粉
の
製
造
販
売
ま
で
を
市
内
で
一
貫

し
て
行
え
る
体
制
を
確
立
で
き
た
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
学

校
給
食
用
の
米
粉
パ
ン
・
一
般
販
売
用

の
米
粉
カ
レ
ー
・
米
粉
パ
ン
ケ
ー
キ
ミ

ッ
ク
ス
は
、
実
用
・
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

編
集
後
記 

今
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
の
第
１
回
定
例
会
の
期
間

中
、
鈴
木
宣
弘
・
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教

授
に
よ
る
、「
世
界
で
最
初
に
植
え
る
の
は
日
本 

食
の
安
全
保

障
を
ど
う
守
る
か
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
の
本

の
新
聞
広
告
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
の
で
、
即
座
に
購
入
。 

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
で
は
、
世
界
中
で
工
業
製
品
の
製
造
現
場
が
大
混
乱
に
陥

り
ま
し
た
が
、
手
に
す
る
農
産
品
の
産
地
が
国
内
で
あ
る
た
め

気
づ
き
難
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
す
る
野

菜
等
の
種
、
化
学
肥
料
の
原
料
、
家
畜
の
飼
料
な
ど
の
農
業
資

材
も
価
格
高
騰
や
物
流
の
停
滞
で
大
混
乱
。 

我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
、
先
進
国
中
最
低
レ
ベ
ル
の

38
％
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
実
態
は
は
る
か
に
厳
し
く
、
実
質

10
％
程
度
と
の
こ
と
。
農
業
再
興
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。 
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図 5.三次市による鳥獣対策の事例 

（中国新聞デジタルより） 

図 6. 増田製粉株式会社ホームページに掲載中の商品化された米粉と関連商品 

料理洋菓子専用米粉・グルテンフリー米粉カレー・米粉ホットケーキミックス（2 種） 


